

















Tentative Analysis of History of Western European Lace Production 
in the 17th-19th Centuries 
Based on Material Sources and Extant Arts and Techniques 








































・2017 年 8 月 ブリュッセル（ベルギー） Musée Mode & Dentelle 
・2018 年 8 月 カレ（フランス） Cité de la dentelle et de la mode 
・2018 年 9 月 アランソン（フランス） Musée des beaux-arts et de la 
dentelle，オルヌ県文書館，他 
・2019 年 3 月 ヴェネツィア［仏：ヴニーズ］（イタリア） 小売店«Merletti 
dalla Olga»，«Merletti d’arte dalla Lidia» 
・2019 年 8 月 ブルッヘ（ベルギー） Kantcentrum，小売店„'t Apostelientje” 
・2019 年 8～9 月 ライデン（オランダ） Textile Research Centre (TRC) 
・2019 年 9 月 シャンティ（フランス） Musée de la dentelle de Chantilly 
・2019 年 9 月 コドリ（フランス） Musée de la dentelle de Caudry 
アランソンでは，オルヌ県文書館の紹介により，カン・ノルマンディ大学博士
課程でアランソン・レース業史について博士論文執筆中の Isabelle Ivon 氏に案
内をしていただいた。ヴェネツィアではブラーノ島のレース博物館を見学予定だ
ったが，急な閉館中だったため，島内小売店で個人蔵の実物や製作を見学した。


























と思しきものもある。17 世紀パリについては De Buffévent (1984)があるが，こ
れはパリ内の流通にやや重きを置いた内容となっている。ランスとスダンについ
ては Bondis (1925)がある。アランソンについては Ivon 氏の博士論文の完成が待
たれる。また，後述する実物資料の分析のためには，これまで博物館学芸員やア
ンティーク市場に関わる好事家・業者によって積み上げられてきた識別ノウハウ








































ト・イン・アリア punto in aria だが，名の通りこれは完全なオープンワーク，真
のレースで，16 世紀頃成立したという。17 世紀までに技術は向上し，全体のデ
ザインも変わる。特徴が固まった時期のヴェネツィアのレースは，フランス語で
ポワン・ドゥ・ヴニーズ point de Venise と呼ばれることが多い。 
16～17 世紀のフランス宮廷では，メディチ家出身の 2 人の王妃の影響もあっ
てヴェネツィア産レースが憧れを誘った。ルイ 14 世と宮廷人らは「ギャラント
リ」(5)と称してレースやリボンで満艦飾に装った。レース消費は増し，対ヴェネ
























































機械発明として知られるが，1777 年，イギリス人フロスト Frost とホームズ
Holmes によりポイント・ネット Point Net というレース編み機が開発された。
1770～1780 年代にかけて主にノッティンガムで改良されて複数の機械が生まれ，
フランスにも導入された。これらはワープ・フレーム warp frame と総称される。 







としては，1812 年にノッティンガムでサミュエル・クラーク Samuel Clark とジ
ェイムズ・マート James Mart により発明されたプッシャーPusher がある。ま
た現在もレース織機として広く使われるリーヴァーLeaver は 1814 年，ジョン・































も発展を遂げる。1863 年，スイスのザンクト・ガレンでイザーク・グレブリ Isaak 


















































ある。そして 1770 年代になると，Kraatz (1989)によれば，アランソンのバイイ










1 カ所に数度糸を通すのに対し，ボビン・レースは 1 度糸を渡すだけで組織が作
れるため，糸の消費量も抑えられるだろう。 






































































































































































































(4) 流通については，AD Paris D5B6 に 18 世紀パリの手工業者／小売商の帳簿が所蔵さ
れているが，レース商の帳簿を 10 程度閲覧した限りでは，詳細な説明は乏しい。また 18










(6) « La déclaration du roi pour l’établissement de la manufacture des points de France, 
registrée [sic.] en Parlement le 14 août 1665. », Millon (2001), pp. 35-41. なおこの時点
ではまだコルベールは財務総監ではない。 
(7) 以上，Lefebure (1887) ; Despierre (1886) ; Bondis (1925) ; Palliser (1865). 
(8) ノルマンディ地域圏オルヌ県アルジャンタン Argentan。アランソンから近く，レース
の技術上・デザイン上の相似点も多い。 
(9) 以上南ネーデルラントについて，Palliser (1865); Lefébure (1887) 
(10) 以下のレース製造機の展開については，Felkin (1867); Ferguson (1862); Babbage 
(1834); Fosse et al. (2010); Holmes (2008). 
(11) 当時は 1815 年に成立したネーデルラント連合王国の一部。なお，1830 年の独立革命
によりベルギー王国が成立し，1839 年に国際的に承認された。 









(16) 詳しい回数については，Tsunoda (2019). 
(17) 奢侈品，特に服飾品の小売価格と作業費については角田奈歩 (2013). 
(18) 捺染と刺繍の「美」の差については，Styles (2010). 
(19) 家具や調度品については，Coquery (2011)に詳しい。 
(20) 19 世紀の黒レース需要についてはおそらく喪服や資本主義との関連も大きい。なお，
ヨーロッパの色彩文化や黒については，徳井淑子 (2019)。 
(21) ヴェネツィアからオスマン帝国への絹織物輸出については飯田巳貴 (2013)。 
(22) 薄地生地好み拡大については，Styles がスタイルズ (2014)など研究を重ねている。 
(23) たとえばボン・マルシェからの注文について AD Orne, 449Jp566 にデッサンがあ
る。449J130 が製造者別の給与の帳簿で，449J118 は注文者への請求書など。 
(24) アール・デコ博で提示されたオート・クチュールについては朝倉三枝 (2016). 
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